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検討事項① 基本方針・大会目標
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１ 基本方針（事務局案）

我が国は世界でも類を見ない速さで高齢化が進行し、2050年には３人に１人が65歳以上となる「超超高齢社会」を

迎え 、高齢者の一人暮らしのさらなる増加や、労働力不足の一層の深刻化等が予測されています。いくつになっても生き生

きと地域や社会で活躍し続けるためには、年齢を重ねることをポジティブに捉え、高齢者の可能性を拓き、前向きで新しい

「高齢者の未来像」を示していくことが重要です。

第39回全国健康福祉祭東京大会は、東京が持つ様々な強みを活かし、誰もがいつまでも輝ける真の成熟都市、世界

に誇る長寿（Chōju）社会の実現に向けて、次の目標を掲げて開催します。

超高齢社会における新たなモデルの発信や新しい高齢者のイメージや未来像の提示など、東京大会の方向性を記載する。



１ 心身の健康について改めて見直すきっかけとなる大会

 大会に参加する全ての人々が、健やかで心豊かに生きることの大切さを学び、生涯を通じて、健康づくりやフレイル予防、趣味や余暇の

充実、就労等に取り組むきっかけを得られるような大会とします。

２ 人と人とのつながりを創出する大会

 スポーツや文化等を通じて、企業や団体、地域など様々な主体の参画のもと、子供から高齢者まで幅広い世代が交わることで新たな

コミュニティが構築され、つながりを実感できる大会とします。

３ デジタル技術や先端技術の可能性を実感できる大会  

 スタートアップ企業をはじめ、多様な業種・分野の企業が集積する東京の強みを活かし、QOLやウェルビーイングの向上につながる様々な

 技術に接し、その可能性を実感できる大会とします。

４ 東京ならではの多彩な魅力を味わうことができる大会

 東京には、世界を惹きつける様々な芸術文化やエンターテインメントがあります。歴史や伝統、現代が融合する都市から、多摩・島しょ

 地域の豊かな自然に至るまで、東京の観光の魅力とともに広く発信し、誰もが楽しめる大会とします。

５ 東京2020大会、世界陸上、デフリンピック等のレガシーを未来へつなぐ大会

 世界有数の国際大会の開催を通じて培われた経験やレガシーを生かし、障害の有無や年齢、性別等を問わず、あらゆる人がスポーツや

 芸術文化を楽しめる環境を構築することで、持続可能な社会の実現と東京の一層の発展につながる大会とします。

検討事項① 基本方針・大会目標

2

２ 大会目標（事務局案）

基本方針に基づき、具体的な大会目標を記載する。



１ 大会名称（事務局案）

検討事項② 大会の概要

２ 愛 称（事務局案）

主催：厚生労働省、東京都、一般財団法人長寿社会開発センター 共催：スポーツ庁

３ 主催・共催

『第３９回全国健康福祉祭東京大会』

『ねんりんピックChōju東京２０２８』

（過去大会参考）第３８回全国健康福祉祭埼玉大会 第３７回全国健康福祉祭ぎふ大会 第３６回全国健康福祉祭とっとり大会
第３５回全国健康福祉祭えひめ大会 第３４回全国健康福祉祭神奈川・横浜・川崎・相模原大会

（過去大会参考）ねんりんピック彩の国さいたま２０２６ ねんりんピック岐阜２０２５ ねんりんピックはばたけ鳥取２０２４
ねんりんピック愛顔のえひめ２０２３ ねんりんピックかながわ２０２２

４ 大会テーマ（事務局案）

大会開催を幅広くPRし、東京のイメージや大会趣旨に沿ったテーマを掲げるため、全国公募を実施し、本委員会で選考する。
※ 詳細は次ページ

（過去大会参考）咲き誇れ！長寿と笑顔 彩の国（埼玉）  清流に 輝けひろがれ 長寿の輪（岐阜） 咲かせよう 砂丘に長寿と 笑みの花(鳥取)
ねんりんを 重ねた愛顔 伊予に咲く(愛媛) 神奈川に 咲かせ長寿の いい笑顔(神奈川)
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検討事項② 大会の概要

作品の
テーマ 「誰もがいつまでも輝ける社会」の実現に向けたふさわしい内容で、「東京らしさ」を表現しているもの

応募資格 日本国内に在住であれば、 どなたでも応募可能

募集期間 11月頃から１か月半程度

応募方法 Logoフォーム、はがき

賞 最優秀賞：１点（賞金50,000円）
優秀賞  ：２点（賞金10,000円）
※ 同一作品が複数あった場合は抽選により採用者を決定

選定方法 <一次審査>
事務局により、十数件程度まで選定

<二次審査>
一時審査通過作品（十数件）から本委員会委員による審査で３～５件程度まで選考

<最終審査>
東京アプリによる投票により、最優秀賞（１点）、優秀賞（２点）を決定
※ 投票者には先着で東京ポイントを付与予定（ポイント数等は未定）

審査基準 ○ねんりんピックの趣旨（健康増進、社会参加、生きがい等）を踏まえているか。
○第39回全国健康福祉祭東京大会の基本構想の素案を踏まえた内容であるか。
○誰にでもわかりやすく、印象に残る表現であるか。
○過去の大会作品やその他の既存作品に類似していないか。
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検討事項② 大会の概要

（参考：令和10年の国民スポーツ大会、全国障害者スポーツ大会の開催日程）

・ 第82回国民スポーツ大会：10月１日（日）から11日（水）
・ 第27回全国障害者スポーツ大会： 未定（原則、国民スポーツ大会の直後３日間）※安曇野市ＨＰより

令和10年（2028）年 11月３日（金・祝）～６日（月）の４日間

５ 会期（事務局案）

６ 参加予定人数（事務局案）

（参考：先催県の参加人数）

・ 実績  ：第34回 Ｒ４神奈川県 約62万人 第35回 Ｒ５愛媛県 約53万人 第36回 Ｒ６鳥取県 約54万人
・ 見込（開催前）：第37回 Ｒ７岐阜県    約60万人 第38回 Ｒ８埼玉県 約60万人

※ 2013年の東京国体では、約100万人の選手、観客等が来場

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

【11月】

７ シンボルマーク

老いも若きも仲よく、ともに生きていく社会をふたりの人物で表しています。
また、２つの円は、その組み合わせにより、お互いに助け合い、健康と福祉の輪が
未来に向かって広がっていくことを意味しています。

延べ約７０万人（観客含む）※今後の検討により変更となる可能性あり

※ 全大会共通
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検討事項② 大会の概要

8 マスコット（事務局案）

東京都スポーツ推進大使
ゆりーと
（今後、ねんりんピックのデザインを装飾予定）

－ スポーツ祭東京2013年を応援するために誕生。大会終了後は、
広く東京都全体のスポーツの振興のために、「スポーツ推進大使」として活躍

－ 2025年のデフリンピックのマスコットキャラクターとしても採用

（参考）先催県のマスコットキャラクター

・ Ｒ６とっとり大会を除き、既存の県のキャラクターを活用

・ ねんりんピックの特色を活かしたデザインを装飾
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体力測定、健康づくり指導 ※各交流大会会場で開催

健康づくりに役立つニュースポーツ等の紹介

健康・運動に関することや、食生活についての紹介・指導

高齢者が創作した絵画・彫刻・工芸・書・写真など美術作品の展示

高齢者の日常生活の心配ごと等の相談

高齢者の経験・知恵を生かした地域文化等伝承活動を実演、展示を通じて紹介

高齢者の健康、生きがいに関するシンポジウム

最先端機器を含む健康と福祉に関する機器等の展示・体験

幅広い世代による合奏や芸能等の発表

郷土料理提供、特産品販売、観光ＰＲ、郷土芸能ステージイベントなど、各種参加、体験型イベント

東京都の特色を活かして開催するイベント

大会主催者による大会趣旨に沿ったイベント

大会趣旨に賛同する企業・団体が主催するイベント

日程：令和１０年１１月６日（月） 会場：東京国際フォーラム

日程：令和１０年１１月３日（金） 会場：京王アリーナＴＯＫＹＯ

※ 種目及び開催区市町村は次ページ以降

第
39
回
全
国
健
康
福
祉
祭
東
京
大
会

総 合 開 会 式

健康関連イベント

福祉・生きがい
関連イベント

健康、福祉・生きがい
共通イベント

オリジナルイベント

併 催 イ ベ ン ト

協 賛 イ ベ ン ト

総 合 閉 会 式

シ ン ポ ジ ウ ム

健 康 福 祉 機 器 展

音 楽 文 化 祭

ふ れ あ い 広 場

ふれあいニュースポーツ

ス ポ ー ツ 交 流 大 会

ふれあいスポーツ交流大会

健 康 づ く り 教 室

健 康 フ ェ ア

文 化 交 流 大 会

美 術 展

相 談 コ ー ナ ー

地 域 文 化 伝 承 館

検討事項③ 事業体系・会場等

９ 事業体系（事務局案）

※ 種目及び開催区市町村は次ページ以降

※ 種目及び開催区市町村は次ページ以降
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検討事項③ 事業体系・会場等
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総合開閉会式会場（事務局案）

会場 【総合開会式】京王アリーナTOKYO 【総合閉会式】東京国際フォーラム

収容人数 最大約10,000人 最大約1,500人（ホールＣ）

最寄駅 京王線「飛田給駅」 徒歩約５分
ＪＲ「有楽町駅」 徒歩約1分
ＪＲ「東京駅」    徒歩約5分

その他
・バス駐車スペース有
・周辺に催事スペース有
・雨天開催可能

・周辺に催事スペース有

京王アリーナTOKYO 東京国際フォーラム

【会場イメージ】

© TOKYO INTERNATIONAL FORUM CO. LTD.



検討事項③ 事業体系・会場等

交流大会実施種目及び実施自治体

区分 No. 種目名 実施自治体

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

１ 卓球 墨田区

２ テニス 江東区

３ ソフトテニス 世田谷区

４ ソフトボール
八王子市

あきる野市

５ ゲートボール 大田区

６ ペタンク 瑞穂町

７ ゴルフ 青梅市

８ マラソン 福生市

９ 弓道 （調整中）

10 剣道 新宿区

文
化
交
流
大
会

1 囲碁 千代田区

２ 将棋 豊島区

３ 俳句 荒川区

４ 健康マージャン 渋谷区

5 カラオケ（初） 中野区

６ 絵手紙（初） 狛江市

区分 No. 種目名 実施自治体

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

１ グラウンド・ゴルフ 府中市

２ 太極拳 目黒区

３ サッカー

文京区

北区

調布市

清瀬市

４ ソフトバレーボール 品川区

５ ウォークラリー 足立区

６ 水泳 練馬区

７ なぎなた 港区

８ ダンススポーツ 立川市

９ インディアカ 葛飾区

10 バウンドテニス 小平市

11 サイクリング 大島町

12 スポーツウェルネス吹矢 多摩市

13 ビーチボール 台東区

14 パドルテニス 中野区

15 eスポーツ 西東京市

16 サーフィン 新島村

17 ウォーキング（初） 板橋区

18 ローラースケート（初） 江戸川区

【区分】
・スポーツ交流大会
→必須種目

・文化交流大会、
ふれあいスポーツ交流大会
→各自治体で選択できる種目

※ 太字（初）の種目は
東京大会で初めて開催

※ 下線の種目は過去５年間
（Ｒ４～８）毎年実施

10 会場等（事務局案）

9


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3: 検討事項①　基本方針・大会目標
	スライド 4: 検討事項①　基本方針・大会目標
	スライド 5
	スライド 6: 検討事項②　大会の概要
	スライド 7: 検討事項②　大会の概要
	スライド 8: 検討事項②　大会の概要
	スライド 9: 検討事項③　事業体系・会場等
	スライド 10: 検討事項③　事業体系・会場等
	スライド 11: 検討事項③　事業体系・会場等

